
【要因別の死亡事故発生状況】
　農林水産省の調査結果から、令和４年の農作業
事故死亡者数は238名となっています。
　要因別にみると、農業機械作業に係る事故が
152名（63.9％）と高い状態となっています。
　また、機械・施設以外の作業に係る事故では熱
中症による死亡者は29名（12.2％）となっており、
熱中症対策の強化が必要と考えられます。

【青森県の事故死亡者数は全国７番目】
　令和４年に発生した都道府県別農作業事故死亡
者数を見ると、青森県は８名で、鹿児島県（16名）、
岩手県（14名）、北海道（13名）、長野県（12名）、
宮城県（10名）、熊本県（10名）に次いで全国７
番目に多い死亡者数となっています。

農作業死亡事故調査より（農林水産省）

【農作業安全対策の目標】　
　都道府県別の農作業事故死亡者数と農作業安全
研修の実施状況について分析すると、より多くの
農業者に対して研修を実施した方が平均死亡者数
の減少が大きくなっていることから、農作業死亡
事故者数を今後３年間で直近の件数から半減（238
名→119名）するという目標達成に向けて、農作
業安全に関する研修の実施強化が重要として取組
を進めていきます。

【目標を達成するための推進活動】　
①令和６年５月から７月までを熱中症対策研修実
施強化期間と設定し、予防策の研修・講習等を
行います。
②令和６年12月から令和７年２月までを農作業安
全研修実施強化期間と設定し、安全対策の研修・
講習を行います。
③その他の取組として、これまで実施されてきた
対面や広報誌等を活用した農業者への注意喚起
（声かけ）や「農林水産業・食品産業の作業安
全のための規範やＧＡＰの周知・実践」の働き
かけなどを行います。
また、農作業事故情報の収集と報告の徹底を行
います。

農作業安全に関する研修を積極的に受講し、
事故ゼロを目指しましょう！
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　農林水産省では令和６年度の農作業安全対策を、正しい安全知識の習得と熱中症の予防策等の理解
のための研修の実施の強化が重要として取り組んでまいります。また、研修等を単独で開催するだけ
でなく、既存の会議などに農作業安全の内容をプラスすることで、研修等の回数を増やし、より多く
の方々に正しい知識の提供を行ってまいります。
　研修や講習会などの開催には、積極的にご出席いただきますようご協力をお願いします。

28年 29年 30年 令和元年 ２年 ３年 ４年

青森県 13 10 ６ 11 14 ８ ８

全　国 312 304 274 281 270 242 238

「学ぼう！正しい安全知識」「学ぼう！正しい安全知識」
～機械作業の安全対策と熱中症の予防策～
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